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　今年の夏は殊の外、暑い日々 が続きました。たまには雨でも、
と思っていると、なんと、記録的な豪雨による水害で真備町を
はじめとして岡山県の各地が深刻な被害を受けました。また、
台風12号が紀伊半島の東に上陸し、西へ、九州へと逆走し
たのには驚きでした。台風21号は大阪を中心に猛威を振るい、
乗用車が何台もごろごろ、ひっくり返り散乱し、関西空港が浸
水し、おまけにタンカーの連絡橋衝突で、利用客３千人ほど
が孤立しました。実は私が務めている学校の学生を引率して、
シンガポールへの研修旅行から帰国したのが、台風直撃の１
日前で、かろうじて、難を逃れました。そして、続いて起こった、
北海道の震度７の地震です。もはや日本国はどこも安全と言
える場所は無くなりました。日本一安全な所、“晴れの国、岡山”
も豪雨を経験した後はなんとなく、胸をはって、言いにくい雰
囲気です。
　連続して起きた自然災害、国際的には南北、米朝首脳会談、
米中貿易戦争と日本も大きな影響を受ける出来事、国内的に
は安倍首相の自民党総裁選の連続３選などと続きました。目
を離せない世の中の動きに目をうばわれ、休会となる例会が４
回もあったなどと言い訳しても、時間は否応なく経過するもの
です。ＲＩ会長テーマ“インスピレーションになろう”、地区スロー
ガン“チャレンジしよう”に呼応して“実践しよう”をクラブのスロー
ガンにしたものの、エイエイオーとこぶしを振り上げているうちに、
もう、３カ月が過ぎつつありますが、否応なく取り組みが急がれる、
懸案事項は待ってはくれません。
　７月10日（火）県南17ＲＣ正副会長幹事会が開かれました。
会員増強は各クラブとも、重点目標としております。我がクラ
ブも山下増強委員長が鼓舞するように、会員一人一名の新
会員を勧誘する意気込みこそ望ましい。とくに、女性会員や
新しい職種の会員の入会を促進し、また、同時に年配会員

がその経験を活かしながら、長く会員として、一層活躍してく
れることも会員増強につながると信じています。
　2020－2021菊池ガバナー年度に向けて、着 と々準備が進
められています。まず、９月号の月報にも記載していますように、
当該年度の末吉地区代表幹事が主導するガバナー年度準備
委員会により、菊池ガバナー年度の幹事、実行委員会人事
を決定し、漸次、体制を整えつつあります。ガバナー年度に
向けて相談事項も増えるため、菊池ガバナーノミニーと大森ガ
バナー補佐には理事・役員会への今後の出席を要請しました。
また、菊池ガバナー年度の我がクラブの会長、その他人事も
早く決めておく必要があり、指名委員会を例年よりも早く開き、
当該年度、クラブ会長に藤原恵子さんが推薦され、承認を
受けました。
　９月10日は米山奨学生の呂　智超君が最後の例会出席で、
挨拶されました。岡山大学で医学博士の学位を取得し、中
国に帰国後、さらに研鑽するとのことでした。今後は医療を
通して、日中の架け橋になることを願っています。支援した奨
学生がさらに成長し、活躍することは我がクラブにとっても、
誇るべきことです。また、同日、岡山西ＲＣ青少年健全育成
基金第５３回運営委員会が開催されました。岡山県内の青少
年団体の指導者・リーダーの育成に対する助成を行い、もっ
て青少年の健全育成と地域社会の発展に寄与することを目的
に30周年記念事業として設立されました。以来、岡山西ＲＣ
の誇るべき奉仕事業として継続してきました。応募締切は平
成30年12月17日（月）です。
　平成30年10月20日（土）、21日（日）に行われる地区大会
では岡山西ＲＣはコ・ホストクラブとして協力を要請されていま
す。「コンパクトでスマートな、心に残るもの」、そのような地区
大会にふさわしい、印象的なプログラムが用意されています。
全員の参加をお願いします。
　国際ロータリーはまさにグローバルに活動を展開する組織で
す。平野クラブ会報・雑誌委員長が９月号の月報で述べてい
るように、個々の会員と刻 と々国際的に展開するＲＣの活動を
結びつける手段として、あるいは直接的に情報を得るためにも、
会員の皆様に“MY ROTARY”への登録をお願いします。また、
クラブを対象としたロータリー賞の達成項目の一つでもあります。

2018－2019年度を３カ月終えて

岸　　幹　二
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　台南ＲＣと我がクラブとは姉妹縁組締結以来、長年にわたり、
密接な友好関係を培ってきました。平成31年１月11日（金）
に開かれる台南ＲＣ創立65周年記念式典について、すでに、
台南ＲＣから、お知らせがありました。森本台南ＲＣ委員長に
より、魅力的な旅行日程が立てられています。多数、参加さ
れることを希望します。
　平成31年１月13日（日）2018－2019年度第2690地区第
10・11グループＩＭ（Intercity Meeting）は夫々のホストクラ
ブである岡山旭川ＲＣと岡山西ＲＣが合同のＩＭ実行委員会を

立ち上げ、すでに９月末現在まで、６回開催されました。具
体的な事項について協議され、計画が整いつつあります。
　小山幹事をはじめ、理事・役員の皆様、会員各位のご協
力のおかげで、なんとか３カ月を乗り切ることができました。今後、
元気で明るい例会と会員間の交流を深めながら、残る任期を、
掲げた課題の確たる“実践”に向けて責務を果たしたいと思っ
ています。よろしくお願い申し上げます。



○９月３日
岡山RC 山上　恭宏様、服部　恭一郎様　10月21日開催の第2690
地区地区大会で、岡山西RCの有志の方 に々受付委員会の御手伝を
頂きます。本日、岡山RCの担当として、御願いに参上しました。
丸川副会長、小山幹事　黒住教 名誉教主様、岡山RCの山上様、
服部様、杉山様のご来会を歓迎いたします。
利守　忠義君　黒住教名誉教主の御来場を歓迎いたします。いつも
公私ともに大変御世話になっています。このたび「三木記念賞」
2018年授与され、まことにおめでとうございます。
川端　英男君　黒住名誉教主様、三木記念賞ご受賞おめでとうご
ざいます。本日の卓話、楽しみにしています。
山下　日出夫君　黒住宗晴名誉教主のお話を楽しみにしています。
またハンドボール協会様には大変お世話になりありがとうございます。
平野　隆茂君、菊池　捷男君、松田　正己君、佐藤　睦子君、
藤原　恵子君、蜂谷　泰祐君、唐井　一成君、福嶋　裕美子君、
千原　多美子君、柴田　公房君、石丸　桂司君　黒住宗晴名誉
教主様を歓迎いたします。卓話を楽しみにしています。
菊池　捷男君、末吉　誠一君、山下　日出夫君、藤原　恵子君
　岡山ロータリークラブの山上様、服部様、杉山様を歓迎します。
上杉　隆士君、柴田　公房君　山上さんを歓迎します。
桑原　一君　８月27日 髙島屋での青雲会ビンゴゲームで１等という
思ってもいない賞に当ってしまいました。年内車の事故に当ってしまい
そうで心配です。美味なステーキをいただきました。有難うございました。
杉本　好弘君　先週髙島屋さんでのビアパーティビンゴゲームで見事
２等賞をゲットしました。ゴルフコンペではなかなか上位に行けない分
頑張りました。

○９月10日
岸会長、小山幹事　本日卓話をしていただきます羽場様を歓迎いた
します。オブザーバー参加の中川様を歓迎いたします。
松田　正己君、佐藤　睦子君、川端　英男君、小原　範夫君、
千原　多美子君　岡山リベッツの羽場社長を歓迎します。卓話を楽
しみにしています。
利守　忠義君　藤原恵子さまへ　去る８月30日、岡山県ものづくり女
性中央会が創立されました。副会長に㈱フジワラテクノアート副社長の
藤原加奈さまが選出されました。誠におめでとうございます。岡山県
内女性経営者の集まりを結成され、ものづくりの発展に寄与されること
をお祈り申し上げます。
藤原　恵子君　９月５日　第１回岡山県健康アワードで賞を頂きました。
社員一人一人の健康をチェックしながら健康経営に力を注いでいます。
重田　雅彦君　先日の西崎会員のスピーチの後、吉備の乗馬倶楽
部へ行ってきました。とても気持ちの良い所で高原の馬を楽んできまし
た。
杉本　好弘君　柴田様、平野様へ　先日の当社主催のお客様向け
のイベントでは、お２人には大変お世話になりました。柴田さんには集
合写真をプリントしたオリジナルクリアホルダーをサプライズでプレゼントし
ていただきました。平野さんには果実工房さんのオリジナルセットを手
土産として作っていただきました。お客様にはとても良い思い出になっ
たことと思います。ありがとうございました。
三宅　貴仁君　この度10月１日に三宅医院のサテライトクリニックを北
区問屋町に開院する事となりました。産婦人科、乳児健診、予防接
種を行う外来のみのクリニックです。記念のうちわをお持ちしましたの
でお持ち帰り下さい。今後とも会員皆様の御支援宜しくお願いします。

11月の行事予定〈ロータリー財団月間〉

第１回岡山西ロータリークラブ杯ゴルフコンペ 担当幹事　小　原　範　夫

本年度第１回目の岡山西ロータリークラブ岸会長杯ゴルフコンペ
（東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ）９月30日開催は台風24号の

接近にともない、大変残念ですが中止とさせていただきました。
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に30周年記念事業として設立されました。以来、岡山西ＲＣ
の誇るべき奉仕事業として継続してきました。応募締切は平
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では岡山西ＲＣはコ・ホストクラブとして協力を要請されていま
す。「コンパクトでスマートな、心に残るもの」、そのような地区
大会にふさわしい、印象的なプログラムが用意されています。
全員の参加をお願いします。
　国際ロータリーはまさにグローバルに活動を展開する組織で
す。平野クラブ会報・雑誌委員長が９月号の月報で述べてい
るように、個々の会員と刻 と々国際的に展開するＲＣの活動を
結びつける手段として、あるいは直接的に情報を得るためにも、
会員の皆様に“MY ROTARY”への登録をお願いします。また、
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５日（月） ●第５回理事・役員会


